
編 集 後 記

私が最初に就職したとき，大学教員として様々なことを教えてくださった社会心理学がご専門の先生がお
られました。今でも尊敬の念がつきない方です。その先生に言われた言葉で今も思い出すのは，「学会誌 1

編は紀要 20編に相当します」というものです。
私も若いときは学会誌主義で，できるだけ紀要ではなく学会誌に投稿するようにしていました。大学院生
にも，まずは学会誌への投稿を指導しています。
こんなことを書いたら紀要編集に携わる立場として身も蓋もない話しになってしまいますが，では，紀要
の良さとは何でしょうか。体育学のなかで最も権威あるといわれる和文学会誌は，長らくディフェンス重視
といわれてきました。手堅さを求める中で，掲載論文が査読を重ねるごとに当たり障りのないものに収斂し
て行かざるを得ない点は理解できます。そのカウンターをとるところに紀要の価値のひとつがあるように思
えます。新規性，独創性に富む論文や学会誌での掲載が難しいほどのマニアックな論文を紀要に投稿し，必
要な審査を経て掲載していく道があるように思えるのです。もちろん，学位論文の副論文や昇任審査のため
の論文投稿の場として機能させていくことも，紀要の重要な役割です。最近は国内（の人文・社会科学系？）
に限っていえば，紀要への回帰もみられるようです。これは国際的な学術誌の掲載・閲覧料の高騰によるも
ので，広くネットで公開され無料で閲覧できる紀要論文が見直されてきているというのです。今では世界中
の人が所属学会に関係なく，本学で発行される紀要の知見にアクセスできるようになっています。
第 52巻は原著論文 9編，研究資料 4編，短報 1編，研究紹介 8編でお届けします。これら力作が，国内

外問わず多くの方からアクセス・閲覧されることを願っています。
 （紀要委員会委員長）
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